
２０１１年度 （社）尾道青年会議所

第２回 理事会

日時：２０１１年 ２月 ７日(月) １９：００～

場所：尾道国際ホテル



第２回  理事会

資 料 一 覧

[議 事 次 第]

１． 第２回 理事会

[理事長報告]

[資   料]

１．例会・総会の設営および運営 事業報告（案）決算（案）     １－１～ ４

２．全般的な庶務の遂行 事業報告（案）決算（案）     ２－１～ ４

３．全般的な庶務の遂行 事業報告（案）決算（案）     ３－１～ ４

４．新年宴会 事業報告（案）決算（案）     ４－１～ ４

５．桜保存基金の管理・運営 事業計画（案）予算（案）     ５－１～ ５

６．例会・総会の設営および運営 事業計画（案） ６－１～ ２

７．２月例会行事 事業計画（案）予算（案） ７－１～ ７

８．会員並びに会員家族との交流事業の研究・実践 事業計画（案） ８－１

９．会員並びに会員家族との交流事業の研究・実践 事業計画（案）予算（案） ９－１～ ６

１０． 会員拡大の実践 事業計画（案）    １０－１～ ４



２０１１年度（社）尾道青年会議所

第２回  理事会
日時：2011 年 2 月 7 日（月）19:00～

場所：尾道国際ホテル

次    第
１． 開   会

２． 点   鐘

３． JCI クリード唱和

４． JC 宣言朗読並びに綱領唱和

５． 出席者の確認

６． 配布資料の確認

７． 前回議事録の承認

８． 議事録作成者並びに議事録署名人の指名

９． 議題の確認

１０． 理事長挨拶

１１． 直前理事長挨拶

１２． 理事長報告

１３． 委員会報告

１４． 審議事項

第 １号議案 例会・総会の設営および運営 事業報告（案）決算（案）に関する件

第 ２号議案 全般的な庶務の遂行 事業報告（案）決算（案）に関する件

第 ３号議案 全般的な庶務の遂行 事業報告（案）決算（案）に関する件

第 ４号議案 新年宴会 事業報告（案）決算（案）に関する件

第 ５号議案 桜保存基金の管理・運営 事業計画（案）予算（案）に関する件

第 ６号議案 例会・総会の設営および運営 事業計画（案）に関する件

第 ７号議案 ２月例会行事 事業計画（案）予算（案）に関する件

第 ８号議案 会員並びに会員家族との交流事業の研究・実践 事業計画（案）に関する件

第 ９号議案 その他

１５． 協議事項

第 １号議案 会員並びに会員家族との交流事業の研究・実践 事業計画（案）

予算（案）について

第 ２号議案 会員拡大の実践 事業計画（案）について

第 ３号議案 その他

１６． 報告依頼事項

１７． 連絡事項

１８． 監事講評

１９． 次回開催日の確認

２０． 閉   会

２１． 点   鐘



理事長報告

1月17日 １月例会・定時総会　新年宴会 於： 尾道国際ホテル

1月21日 経済同友会互例会 於： 尾道国際ホテル
1月22日

於： 京都市内
1月26日 第２回正副理事長会議 於： 事務局
1月29日 広島ブロック協議会

第１回会員会議所・新春交流会 於： ホテルグランビア
2月1日 てっぱん撮影 於： 尾道市内
2月2日 ２月合同委員会 於： 公会堂別館
2月7日 第２回理事会  於： 尾道国際ホテル

事務局連絡

2月11日 マイ桜植樹 於： 千光寺
2月11日 広島ブロック会員会議所 於： 福山市内
2月19日 ２月例会 於： 西山別館
2月25日 第３回正副理事長会議 於： 事務局

上程締め切り　２２日（火）１７：００まで
3月2日 ３月合同委員会 於： 公会堂別館
3月7日 第３回理事会 於： 尾道国際ホテル

　　～1月23日  京都会議



期間：2011年1月7日～2月1日

委員会名 日　時 場　所 議　　題

ブロック会員研修 1月16日 生口島 ブロック研修

実行委員会 1月18日 尾道市内 ブロック新春会議

夢のまち創造委員会

社会開発委員会 1月28日 ３０１号室 みなと祭りについて

1月19日 まん作 ３月例会について

夏期講習について

1月12日 尾道塩干

1月15日 尾道塩干

1月12日 事務局 植樹について　しまなみ海道事業について

1月28日 事務局 拡大について

1月11日 事務局

1月14日 事務局

1月15日 カタオカ

1月28日 308号室 新年宴会の検証について

拡大推進会議 1月27日 事務局 拡大について

委 員 会 報 告

尾道経済活性化委員会

新年宴会について

家族会について次代の宝育成委員会

ＰＥＡＣＥおのみち委員会

ＬＯＶＥしまなみ委員会



（社）尾道青年会議所 事業報告（案）決算（案）

審議事項

                                                      事務局

                                                      理事セクレタリー：馬原美晴

（１）議案名   例会・総会の設営及び運営 事業報告（案）決算（案）に関する件

（２）事業名   1月例会・定時総会

（３）事業目的（趣旨）

        ａ．（対外）

ｂ．（対内）１月例会を開催し、定款第１７条（１）１８条 ２、１９条、２０条（２）（３）（４）

により定時総会を開催し、２０１１年度（社）尾道青年会議所のスタートとする。

（４）実施日時  ２０１１年 １月 １７日（月）１７：３０～１８：４５

（５）場  所  尾道国際ホテル

（６）参加人員  内部 ８６名     外部 ０名     計 ８６名

             

（７）外部協力者

（８）事業の目的は達したか？

２０１１年度がスタートし、初めて会員全体が集まる定時総会は、昨年度の予算や報告も併せ、

今後の方針が決定する大変重要な会であります。また、本年度は一般社団法人への移行のため、

周年事業積立金の取り崩しやＪＣ基金の取り崩しなど今後の動向に必要な議案が承認されまし

た。

理事長年頭挨拶を聞き、総会において事業計画を承認することは、会員が一丸となって気持ち

を新たに活動に取り組む契機になり、２０１１年度のスタートとする事ができました。

（９）実施上の問題点

本年度は総会の資料をあらかじめ全会員に送付しました。しかしながら、１名、住所不明で資

料が届かず、当日会場で渡すことになりました。資料が届かない方には直接渡すか、住所確認の

後再送付をするべきであったと思います。

（１０）次年度への引継事項

本年度は、開始時間を３０分早く１７時３０分開始としました。月曜日という事もあり、出席率

は若干低く、遅参者も居ました。時間厳守を周知・徹底して参りたいと思います。

総会の出席について、欠席や遅刻の可能性がある方には委任状の提出を求めました。各委員長の

ご協力を頂き出席者、委任状での出席者が１００パーセントとなり総会を終えることが出来ました。

本年度は、開始時間が早いことを考慮し満期退会者の方々には各種表彰からご臨席賜りましたが、
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十分な打ち合わせが出来ず、落ち度があったことについては深く反省しております。

（１１）委員長所見

通常より開始時間が早いと言う事もあり、出席者数に若干不安もありましたが、あらかじめ総

会資料を送付していたため、欠席者でも内容の把握が出来、前もって質問が出来るため、委任状

の提出率にも良い影響が出たのではないかと思います。また、大変スムーズな総会の運営が出来

たと思います。しかしながら、委任状があればよいという考えでなく、出席率を上げ一票の重み

を十分に理解してご参加いただきますようお願いいたします。

また、本年度は事務局が総務兼任と言う事もあり、人数に限りがありました。他委員会へ応援

要請も深く検討する必要があったと思います。

（１２）添付資料

事業収支計算書（案）

収支計算明細書（案）

理事会 ２０１１年 ２月 ７日
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 7,000 7,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事業予 備費繰入 収入 0
登 録 料 収 入 0
懇 親 会 収 入

販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地方公共団体補助金収

入
0

民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地方公共団体助成金収

入
0

民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

7,000 7,000 0

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 7,000 7,000 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 7,000 7,000 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 7,000 7,000 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラク シ ョン 費支出 0
小　計 0 0 0

役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0 0
保 険 料 支 出 0 0 0
通 信 費 支 出 0 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0 0
雑 費 支 出 0 0 0

0
7,000 7,000

●余剰金 ¥0

0

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事業予備費支出

事
業
費
支
出

会 場 設 営 費 支 出

企 画 演 出 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

事業収支計算書（案）

1月例会・定時総会

収　　入　　合　　計

補 助 金 等 収 入

事 業 収 入

寄 付 金 収 入

余　　剰　　金　
支　　出　　合　　計

事
業
費
支
出

については本理事会承認後、事業予備費に繰入れる。

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

懇 親 会 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

事業費繰入収入 事業費繰入収入 7,000 7,000 0

0

0

0

0

7,000 7,000 0

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

会場設営 設営費 看板代 7,000 7,000 0

0

0

0

0

0

0

7,000 7,000 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

参 加 記 念 品 代 支 出 0

保 険 料 支 出 0

通 信 費 支 出 0

販 売 物 品 仕 入 支 出 0

雑 費 支 出 0

0

7,000 7,000

収支計算明細書(案)

1月例会・定時総会

合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事業費支出

  余 　　　剰　 　　金　　　

支　　出　　合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事 業 予 備 費 支 出
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（社）尾道青年会議所 事業報告（案）決算（案）

審議事項

                                                      事務局

                                                      理事セクレタリー：馬原美晴

（１）議案名  全般的な庶務の遂行 事業報告（案）決算（案）に関する件

（２）事業名  会員手帳の作成

（３）事業目的（趣旨）

ａ．（対外）(公社)日本青年会議所並びに各地青年会議所に配布することで本年度の(社)尾道青

年会議所の指針を広く知らせることが出来、ネットワークを密接に図ることが出来

る。

また、市役所等の関係諸団体に配布することで青年会議所活動の認識を高めていく

ことを目的とする。

ｂ．（対内）理事長所信や各住所録、定款など活動に必要とされる情報を記載することにより、

単年度制である(社)尾道青年会議所の運営を円滑にする。

      また、携帯できる形式で作成し、会員間の意識の統一を図る。

（４）実施日時  ２０１１年 １月 １７日（月）

（５）場  所  1月例会・定時総会

（６）参加人員  内部 ８６名     外部 ３６４名     計 ４５０名

             （外部内訳：ＯＢ会員２８５名 特別会員１９名 その他予備含み５８名）

（７）外部協力者

（８）事業の目的は達したか？

手帳を作成する事により、他団体とのネットワークの緊密化を図り、青年会議所活動の認識を高

めて頂く事ができたと思います。また、（社）尾道青年会議所を円滑に運営するための活動指針と

なる必要な情報を掲載する事ができたと思います。

（９）実施上の問題点

ＯＢへの手帳変更箇所の確認に付け加え、手帳やＪＣライフの要不要など記入頂く欄を作成

し確認をいたしました。その為、手帳不要との返答もあり、作成にあたり部数を減らす検討から、

コストの削減が出来たのではないかと思いました。

（１０）次年度への引継事項

手帳作成にあたり、時間的に余裕がなく納品日がぎりぎりになるなど業者にも大変ご無理を申

し上げました。新入会員が多く入会したこと、ＯＢへの確認事項を増やしたこともあり、名簿に

大きな変更があり確認作業に追われました。そういったことも念頭に置き、早め早めの作業をお

願いします。
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（１１）委員長所見

本年度は名簿の記載に間違いや変更がないかを例会時や合同委員会時を利用せず、メールにて確認用

紙を送らせていただきました。その為提出した本人も後で見返すことが出来るなど、確認が二重にも三

重にも出来た点が良かったと思います。

また、前年と同様の業者を使うことにより前年度からの訂正箇所の引き継ぎ等がスムーズにできまし

た。また、業者とは常にメールで変更や訂正を確認して参りました。メールという記録に残る形でやり

取りをすることでミスの軽減に繋げることが出来ました。

（１２）添付資料

事業収支計算書（案）

収支計算明細書（案）

理事会 ２０１１年 ２月 ７日
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 300,000 300,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事業予 備費繰入 収入 0
登 録 料 収 入 0
懇 親 会 収 入

販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地方公共団体補助金収

入
0

民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地方公共団体助成金収

入
0

民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

300,000 300,000 0

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 285,500 283,500 2,000
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 285,500 283,500 2,000
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラク シ ョン 費支出 0
小　計 0 0 0

役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0 0
保 険 料 支 出 0 0 0
通 信 費 支 出 160 0 160
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0 0
雑 費 支 出 0 0 0

16,500
285,660 300,000

●余剰金 ¥16,500

0

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事業予備費支出

事
業
費
支
出

会 場 設 営 費 支 出

企 画 演 出 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

事業収支計算書（案）

会員手帳の作成

収　　入　　合　　計

補 助 金 等 収 入

事 業 収 入

寄 付 金 収 入

余　　剰　　金　
支　　出　　合　　計

事
業
費
支
出

については本理事会承認後、事業予備費に繰入れる。

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

懇 親 会 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

事業費繰入収入 事業費繰入収入 300,000 300,000 0

0

0

0

0

300,000 300,000 0

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

資料作成費支出 作成費支出 285,500 283,500 2,000

0

0

0

0

0

0

285,500 283,500 2,000

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

参 加 記 念 品 代 支 出 0

保 険 料 支 出 0

通 信 費 支 出 160 160

販 売 物 品 仕 入 支 出 0

雑 費 支 出 0

14,340

16,500

300,000 300,000

収支計算明細書(案)

会員手帳の作成

合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事業費支出

  余 　　　剰　 　　金　　　

支　　出　　合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事 業 予 備 費 支 出
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（社）尾道青年会議所 事業報告（案）決算（案）

審議事項

                                                      事務局

                                                      理事セクレタリー： 馬原美晴

（１）議案名  全般的な庶務の遂行 事業報告（案）決算（案）に関する件

（２）事業名  各種表彰

（３）事業目的（趣旨）

        ａ．（対外）

ｂ．（対内）運営規定 庶務規則第１条 ２（１）（２）（３） ３（１）（２）（３）により、

理事長、監事、例会皆出席者並びに出向者に対して一年間の功績を称え表彰するこ

とで、会員のＪＣ活動に対する意識の向上を目的とする。また満期退会者に対して

は長年のＪＣ活動の功績を称え表彰を行う。

（４）実施日時  ２０１１年 １月 １７日（月） １８：２０～１８：４０

（５）場  所  尾道国際ホテル

（６）参加人員  内部 ８６名     外部 ３名     計 ８９名

             （外部内訳：満期退会者３名）

（７）外部協力者

（８）事業の目的は達したか？

（社）尾道青年会議所の定款・運営規程・庶務規則に沿って２０１０年度理事長、監事、満期

退会者、例会皆出席者、出向者に感謝状、表彰状、記念品を贈り一年間の功績をたたえる事が出

来ました。出向者に関しては例年表彰を行うかどうか不確定ですが、本年度は表彰は行いました

が、表彰状の授与は行いませんでした。

（９）実施上の問題点

本年度、理事長のサブテーマでもあります、ロックンロールを取り入れようと表彰中ＢＧＭに

しましたが、スピーカーの近くに座っている方にはＢＧＭが大きすぎたようで、アンプの設定上

切り替えができるようであれば吊るしてあるスピーカーのみを使用するほうがよかったように

思います。

（１０）次年度への引継事項

本番当日は準備に追われ、確認等が十分にできません。メンバーはもとより、ホテル側にも準

備リスト等を渡してお願いすることをはっきりしておくことが必要であると考えます。

（１１）委員長所見

当日、事務局メンバーのリハーサルが十分でなく、各々に確認をしていたため間違いや準備不

足に気づかず、登壇いただく方々には大変なご迷惑をおかけいたしました。また、知識不足で不

備がございました。これにつきましても経験のある方などに確認をして頂くことが必要であった

と反省しております。
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（１２）添付資料

事業収支計算書（案）

収支計算明細書（案）

理事会 ２０１１年 ２月 ７日
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 40,000 40,000 0
事 業 費 繰 入 収 入 事業予 備費繰入 収入 0
登 録 料 収 入 0
懇 親 会 収 入

販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地方公共団体補助金収

入
0

民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地方公共団体助成金収

入
0

民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

40,000 40,000 0

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラク シ ョン 費支出 0
小　計 0 0 0

役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 33,500 33,500 0
保 険 料 支 出 0 0 0
通 信 費 支 出 0 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0 0
雑 費 支 出 0 0 0

6,500
40,000 40,000

●余剰金 ¥6,500

余　　剰　　金　
支　　出　　合　　計

事
業
費
支
出

については本理事会承認後、事業予備費に繰入れる。

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

懇 親 会 費 支 出

事業収支計算書（案）

各種表彰

収　　入　　合　　計

補 助 金 等 収 入

事 業 収 入

寄 付 金 収 入

6,500

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事業予備費支出

事
業
費
支
出

会 場 設 営 費 支 出

企 画 演 出 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

事業費繰入収入 事業費繰入収入 40,000 33,500 6,500

0

0

0

0

40,000 33,500 6,500

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

参 加 記 念 品 代 支 出 33,500 33,500 0

保 険 料 支 出 0

通 信 費 支 出 0

販 売 物 品 仕 入 支 出 0

雑 費 支 出 0

6,500

6,500

40,000 40,000

  余 　　　剰　 　　金　　　

支　　出　　合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事 業 予 備 費 支 出

収支計算明細書(案)

各種表彰

合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事業費支出
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（社）尾道青年会議所 事業報告（案）決算（案）

審議事項

                                                      委員会名：ＰＥＡＣＥおのみち委員会

                        委員長名：片岡 彰一郎

（１）議案名   新年宴会 事業報告（案）決算（案）に関する件

（２）事業名 新年宴会 テーマ｢新風｣  

（３）事業目的（趣旨）

    ａ．（対外）

ｂ．（対内）

２０１１年度の新春を迎え、尾道青年会議所が手塚理事長のもと新たに出発することを祝福すると

ともに、諸先輩方と現役会員がより一層深く親睦と交流して頂くことを目的とし、新年宴会を開催い

たします。この新年宴会では、テーマを｢新風｣とし、我々自身でイノベーションを起こし、新しい時

代を築いていくという思いを込めました。諸先輩方と交流し尾道青年会議所の歴史を知ることで、我々

が誇りと自信をもって活動を展開することができると考えます。その活動がおのみちへ新しい風を吹

かすことができるように、決意を新たにする新年宴会を開催したいと思います。

（４）実施日時  ２０１１年 １月１７日（月）  １９：００～２１：００

（５）場  所  尾道国際ホテル

（６）参加人員  内部 ７８名     外部 ６８名     計１４６ 名

            （外部内訳：ＯＢ会員５３名 特別会員１３名 事務局職員1名 横山雄二氏）

（７）外部協力者 横山雄二氏

（８）事業の目的は達成したか？

   本年の新年宴会では新しい演出を行いました。手塚理事長率いるバンドメンバーの演奏やＯＢの方に

協力して頂いたオークション、プロのアナウンサーに協力を頂いた司会進行など、我々の手でイノベー

ションを起こして新しい時代を築いて行こうという思いの表現と、その演出を通じて諸先輩方との交流

を深める事ができたと考えます。そして、来て頂いた諸先輩方に喜んで頂けたことは、事業の目的を達

することができたと思います。

   

（９）実施上の問題点

実施上の問題点としては、当初予定していたシナリオ通りに進まなかったことです。横山雄二様のア

ドバイスがあり、現場の雰囲気をみながら、オークションの開始を後らせました。結果、閉会が予定時

間をオーバーしてしまいました。より多くの方に注目を集めるためには、良い判断だったと思いますが、

シナリオ作成の段階で、酒席でもあり色々な問題発生を想定して作りこむ必要があったと思います。   

ojc
テキストボックス
4-1



（１０）次年度への引継事項

理事長挨拶の時に使用した、２つのプロジェクターを使ってのパワーポイントの上映は、理事長の

言葉を聞くだけでなく、目でも確認できたことで、理事長の思いを非常に解りやすく表現することが

できたと思います。また、過去にも先輩参加型のいろいろな企画を考えて実施されていますが、気軽

に参加して頂き、皆で盛り上がることのできる企画を考えることで、ＯＢの皆さまにも来てよかった

と思ってもらえることができると思います。

本年はＯＢ紹介を簡略化することで、かなり時間を短縮することができました。今後もＯＢ紹介は

簡略化して行う方が良いと思います。

今回はＯＢにオークションの際には多大なご協力を頂きました。出品して頂いた方や落札頂いた方

に新年宴会後にお礼に伺いました。アフターフォローを行う事で、今後も先輩方に快くご協力を頂け

ると思います。外部協力者には必ずお礼をして頂きたいと思います。    

（１１）委員長所見

私は、２００９年度の所属委員会で新年宴会を担当いたしました。当時はフロアーメンバーで積極

的に参加してなく、今回の新年宴会ではその経験を生かす事ができませんでした。当時の担当委員長

や昨年の担当委員長には多くのアドバイスを頂き、準備を進めてまいりました。ＪＣの事業において、

いかなる事にも積極的に参加し一生懸命取り組むことで、それが経験となり、自分がその役回りがき

たときでも、またそれ以外の事でも適切に行動ができるであろうと思いました。今回の事業で多くの

メンバーに協力を頂いたように、私も皆さまの行う事業には真剣に取り組んでまいりたいと思います。

オークションでは、本当に多くの先輩方に協力を頂きました。この事に関しましても、多くの現役

メンバーの普段からの行動が、先輩からの｢後輩の為に恩返しをさせてくれ｣という言葉になり、快く

引き受けて下さいました。普段の行動から私自身の態度を改めなければならないと感じました。ご協

力頂いた皆さまに感謝いたします。

（１３）添付資料

事業収支計算書（案）

収支計算明細書（案）

理事会 ２０１１年 ２月  ７日
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 416,794 369,451 47,343
事 業 費 繰 入 収 入 事業予 備費繰入 収入 0
登 録 料 収 入 0
懇 親 会 収 入 945,706 843,049 102,657
販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地方公共団体補助金収

入
0

民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地方公共団体助成金収

入
0

民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

1,362,500 1,212,500 150,000

支出の部
大科目 中科目 小科目 細目 予算額 決算額 差　異 備　考

人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 56,880 59,975 -3,095
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 56,880 59,975 -3,095
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 124,511 124,511 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 1,162,500 1,012,500
ア ト ラク シ ョン 費支出 0

小　計 1,287,011 1,137,011 0
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0 0
保 険 料 支 出 0 0 0
通 信 費 支 出 0 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0 0
雑 費 支 出 0 0 0

15,514
1,343,891 1,212,500

●余剰金 ¥15,514

0

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事業予備費支出

事
業
費
支
出

会 場 設 営 費 支 出

企 画 演 出 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

事業収支計算書（案）

新年宴会　テーマ｢新風｣

収　　入　　合　　計

補 助 金 等 収 入

事 業 収 入

寄 付 金 収 入

余　　剰　　金　
支　　出　　合　　計

事
業
費
支
出

については本理事会承認後、事業予備費に繰入れる。

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

懇 親 会 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

事業費繰入収入 事業費繰入収入 200,000 200,000 0

２０７９円×69名（正会員） 178,794 143,451 35,343

２０００円１3名（特別会員） 38,000 26,000 12,000

５４２１円×69名（正会員） 466,206 374,049 92,157

５５００円×13名（特別会員） 104,500 71,500 33,000

７５００円×53名（ＯＢ会員） 375,000 397,500 -22,500

1,362,500 1,212,500 150,000

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 決算額 差異 備考

会場費支出 設営費支出 看板代 9,450 9,450 0 水ノ上災害防具（株）

席次表Ａ３（１円×160） 160 160 0 事務局

ふんどしＡ4（１円×70） 70 70 0 事務局

映像制作費 30,000 33,333 -3,333 川島鮎美様

新入会員用タスキ（４００円×14） 5,200 5,600 -400 ロイヤルインテリア

写真印刷代（インクセット・紙） 12,000 11,362 638 フォトショップイシダ

0

56,880 59,975 -3,095

懇親会費支出 人件費 コンパニオン（１２６００円×９人） 113,400 113,400 0 尾道国際ホテル

人件費 司会者 11,111 11,111 0 横山雄二氏

飲食費 ７５００円×１３５人 1,162,500 1,012,500 150,000 尾道国際ホテル

0

0

0

0

1,287,011 1,137,011 150,000

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

0 0 0

参 加 記 念 品 代 支 出 0

保 険 料 支 出 0

通 信 費 支 出 0

販 売 物 品 仕 入 支 出 0

雑 費 支 出 0

15,514

1,343,891 1,212,500

収支計算明細書(案)

新年宴会　テーマ｢新風｣

合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事業費支出

  余 　　　剰　 　　金　　　

支　　出　　合　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

事 業 予 備 費 支 出
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（社）尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案）

審議事項

                                                        委員会名：LOVEしまなみ委員会

                                                      委員長名：河井 茂

（１）議案名 桜保存基金の管理・運営 事業計画（案）予算（案）に関する件

（２）事業名 桜の記念植樹

（３）事業目的（趣旨）

        ａ．（対外）

尾道の地域特性を活かしたまちづくり活動として貴重な景観を守り、さらなる魅力を高めてい

くことが大切なことだと考えます。尾道の市花・市木である桜を、将来にわたって保存、繁栄さ

せるため、桜の植樹を行います。

また、２００８年度より尾道市がはじめた千光寺でのマイ桜制度にソメイヨシノ１０本の桜を

寄贈するとともに、しまなみ桜公園、おだ画廊前に桜を植栽して、尾道市民はもとより全国から

訪れる方々まで桜のまち尾道を印象付ける場所を創造したいと思います。そして木の横に基金の

説明文等の入った看板を設置することにより桜保存基金という基金の存在と、(社)尾道青年会議

所の活動をより多くの市民に認知していただけると思います。

    

ｂ．（対内）

桜を保存するという目的のもと、市民と行政と協働し、尾道JCが一体となって地域特性を活か

した活動をすることで、郷土を愛することを育み、環境意識を高め、（社）尾道青年会議所の桜

保存活動を市民の方々に広めることができる事業と考えます。

  

（４）事業内容

        ａ．実施日時 ２０１１年 ２月～３月

        ｂ．場  所 千光寺公園 しまなみ桜公園 おだ画廊前

        ｃ．予算総額  ￥５００，０００-（詳細は別紙予算書）

        ｄ．参加人員  内部 ８６名     外部 ４名     計 ９０名

（外部内訳：尾道市観光課 福原課長様 新宅康生様 平谷学様）

     ：大信産業㈱ 村上幸弘様）

        ｅ．動員計画

        ｆ．外部協力者 尾道市

        ｇ．実施組織・推進リーダー LOVEしまなみ委員会 石井敬和

        ｈ．実施手順・プログラム

      ２０１１年 １月 ５日（水） 第１回正副理事長会議   協議

            １月 ７日（金） 第１回理事会       協議

            １月２７日（木） 第２回正副理事長会議  審議

            ２月 ７日（月） 第２回理事会       審議

            ２月１１日（金）マイ桜植樹実施

            ２月～３月   各所において実施
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（５）過去の検証・本年の工夫と期待される効果

  尾道市において、桜は１９７４（昭和４９）年５月１日に市木、１９９６（平成８）年６月２６日

には市花に制定されています。また、１９９０（平成２）年には千光寺公園が（財）日本さくらの

会より「さくら名所１００選」に選定されており、まさに故郷・尾道のシンボルであると言えます。

我われ（社）尾道青年会議所も、２００３（平成１５）年度に始まった行政のサクラ保存計画に歩

を合わせ、２００４年３月に桜保存基金を設立しました。同年１１月には記念講演を実施。翌２０

０５年には市内の公立小・中・高等学校に植樹しています。２００６年には桜保存シンポジウムを

開催。２００９年には市内３ヶ所に植樹を行いました。そして、２０１０年には市内２ヶ所に植樹

を行い、桜を切り口として市民と行政との協働のまちづくりを行ってまいりました。

本年も市内の目立つ場所に植樹することにより、より多くの方々に尾道の花木は桜であることを認

知して頂くとともに、（社）尾道青年会議所の活動を理解して頂けると考えます。

（６）審議のポイント

   内容 予算について

（７）会議での意見とその対応

   意見）

対応）

（８）他委員会への依頼事項等

桜保存基金の設立趣旨、課題を再認識し、桜を切り口にさらなる魅力あるまちづくりに取り組ん       

   でいきますので、植樹を行うにあたりメンバーの皆様へのご出席をお願い致します。

（９）添付資料

事業収支予算書（案）

収支予算明細書（案）

見積書（参考資料）

タイムスケジュール（参考資料）

地図（回覧資料）千光寺 おだ画廊前

地図（回覧資料）しまなみ桜公園

理事会 ２０１１年 ２月 ７日
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 752,000 500,000 252,000
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
懇 親 会 収 入

販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

752,000 500,000 252,000

支出の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 594,300 299,250 295,050
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 594,300 299,250 295,050
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 594,300 299,250 295,050
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 147,000 157,500 -10,500

小　計 147,000 157,500 -10,500
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0
小　計 0 0 0

役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0
保 険 料 支 出 0 0
通 信 費 支 出 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0
雑 費 支 出 0 0

事 業 予 備 費 支 出 10,700 43,250 -32,550

752,000 500,000 252,000支　　出　　合　　計

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

桜の記念植樹

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰入収入事業費繰入収入 500,000

500,000

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

会場設営費支出設営費支出 ソメイヨシノ（H＝３ｍ） 89,250 マイ桜　１０本

設営費支出 ソメイヨシノ（Ｈ＝５ｍ） 126,000 しまなみ桜公園　３本

設営費支出 ソメイヨシノ（Ｈ＝５ｍ） 84,000 おだ画廊前　２本

299,250

広報費支出 PR費支出 記念樹プレート 157,500 しまなみ桜公園　おだ画廊前

157,500

0

0

0
参加記念品代支出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出

販売物品仕入支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 43,250
500,000合　　計　　

収支予算明細書（案）

桜の記念植樹

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　
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マイ桜記念植樹 タイムスケジュール（案）

日時：２０１１年２月１１日（金）

                      １０：３０～１２：００

場所：千光寺公園

１０：３０ 開会

１０：３０ 尾道市長代理ご挨拶（観光課 福原課長）

１０：３５ 理事長挨拶（手塚理事長）

１０：３８ 植樹説明（大信産業村上所長）

１０：４５ マイ桜植樹

１２：００ 閉会
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（社）尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案）

審議事項

                                                        事務局

                                                      理事セクレタリー：馬原美晴

（１）議案名 例会・総会の設営及び運営 事業計画（案）に関する件

（２）事業名 ２月例会 会場変更及び日時変更

（３）事業目的（趣旨）

        ａ．（対外）

ｂ．（対内）２月例会において、例会行事に伴い、会場変更及び日時の変更をしたい。

  

（４）事業内容

        ａ．実施日時 ２０１１年 ２月 １９日（土）１８：００～２０：００

        ｂ．場  所 西山別館

        ｃ．予算総額  

        ｄ．参加人員  内部  ８６名    外部 名   計 ８６名

        ｅ．動員計画

        ｆ．外部協力者  

        ｇ．実施組織・推進リーダー     馬原美晴

        ｈ．実施手順・プログラム

      ２０１１年 １月２６日（水） 第２回正副理事長会議 審議

            ２月 ７日（月） 第２回理事会     審議

            ２月１９日（土） ２月例会       実施

（５）過去の検証・本年の工夫と期待される効果

   例会行事を１８時２０分から開催する為、通常より６０分早めて開催します。

（６）審議のポイント

    会場変更及び日時の変更

（７）会議での意見とその対応

   意見）

対応）

（８）他委員会への依頼事項等

例会会場、開催日及び時間が変更されます。委員会メンバーへの周知徹底をお願いいた

します。

（９）添付資料

   ２月例会次第（案）

第２回理事会    ２０１１年 ２月 ７日
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２０１１年度（社）尾道青年会議所

２月例会 次第（案）

日時：２０１１年 ２月１９日(土)

１８：００～２０：００

場所：西山別館       

１.  開 会                   １８：００

２． 点 鐘                                         

３． 国歌並びに JCソング斉唱                        

４． ＪＣＩクリード唱和                              

５． ＪＣ宣言朗読並びに綱領唱和                          

６． 紹介事項                                        

７． 配布資料の確認                                  

８． ラッキーボックス                                

９． 講師入場                          １８：１０

１０．  理事長挨拶                   １８：１３

１１． 例会行事                    １８：２０

１２．  報告・連絡事項                 １９：５０

①� 理事会報告

②� 委員会報告

③� 出向者報告

④� 同好会報告

⑤� 事務局連絡

⑥   その他

１３． 直前理事長総評                 １９：５５

１４. 閉 会

１５. 点 鐘                                      ２０：００
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（社）尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案）

審議 事項

                                                        委員会名：夢のまち創造委員会

                                                      委員長名：坂本篤勇

（１）議案名 ２月例会行事 事業計画（案）予算（案）に関する件

（２）事業名 ２月例会行事 テーマ「夢あふれる尾道へ ～今、若者へ伝えたいメッセージ～」

（３）事業目的（趣旨）

        ａ．（対外）

ｂ．（対内）

今、世界は１００年に一度とも２００年に一度とも言われる、大変な経済不況にあります。

  日本でも円高や株価の暴落、消費の低迷、雇用の悪化、新興国の台頭による日本の国際的な地

位の低下など、将来に対し大きな不安を感じております。この状況を打開するため、我々のなす

べきことは地方経済の活性化であると考えます。特に我々中小企業からの発信が大きな課題とな

るのではないでしょうか。

この度は広島県選挙区から選出された参議院議員「宮沢洋一先生」と、尾道出身で広島県議会

議員「吉井清介先生」をお迎えし、テーマ「夢あふれる尾道へ ～今、若者へ伝えたいメッセー

ジ～」と題しご講演を頂きます。

先生方の考えるビジョンをご講演いただき、我々（社）尾道青年会議所のメンバーが今後どの

ような取り組みをするべきなのかを考え、地方都市での我々の役割や展望を考えていく場にした

いと考えます。また我々が青年経済人として故郷のためできることを考え、夢のある尾道を創造

するべく（社）尾道青年会議所としての進むべき方向性を見いだせる場にしたいと考えます。

また当委員会では本年度「海フェスタへの支援・企画・参画」という所管業務を与えられてお

ります。「海フェスタ」とは「海の恩恵に感謝し、海洋国日本の繁栄を願う日」という「海の日」

本来の意義を再認識し、海に親しむ環境づくりを進めることを目的として本年の７月に尾道・福

山・三原で開催されるものです。我々（社）尾道青年会議所がこの「海フェスタ」に参画するに

あたり、何を目的として支援・企画するべきなのかを、主催者側であられる先生方にお話いただ

きたいと思います。結果「海フェスタ」を成功に導くべき一助となると考えます。

（４）事業内容

        ａ．実施日時 ２０１１年２月１９日（土） １８：２０～１９：５０

        ｂ．場  所 西山別館

        ｃ．予算総額  ￥６０，０００（詳細は別紙予算書）

        ｄ．参加人員  内部８６名     外部２名     計８８名

（外部内訳：宮沢洋一先生、吉井清介先生）

        ｅ．動員計画

        ｆ．外部協力者  宮沢洋一先生、吉井清介先生

        ｇ．実施組織・推進リーダー  坂本篤勇、田中良幸、平岡良之

ojc
テキストボックス
7-1



        ｈ．実施手順・プログラム

              ２０１１年  １月  ５日（水）第１回正副理事長会議 協議

              ２０１１年  １月  ７日（金）第１回理事会         協議

              ２０１１年  １月    日（  ）第２回正副理事長会議 審議

        ２０１１年  ２月  ７日（月）第２回理事会         審議

              ２０１１年  ２月１９日（土）２月例会行事         実施

（５）過去の検証・本年の工夫と期待される効果

          この例会行事を通じ（社）尾道青年会議所のメンバーの皆様には今以上に政治に関心を持って

いただくと同時に、国会議員、県会議員の先生方のビジョンを学ばせていただき、地域経済の発

展と魅力ある故郷の創造を考える例会としたいと思います。

   

（６）審議のポイント

        内容・予算について

（７）会議での意見とその対応

   意見）例会日が変更になった経緯は？

対応）２月１６日は国会が開催されている会期中の予定ですので、宮沢先生が例会時間に遅れる可

能性があります。２月１９日の土曜日であれば国会開催日ではございませんので問題なく来て頂

けます。リスクを減らす為に変更をお願いしたいと思います。メンバーの皆様には大変ご迷惑を

おかけします。

意見）例会開始時間を早めた経緯は？

対応）例会後に講師の方々との懇親の場を用意しておりますので、１時間早めさせて頂きました。

意見）「統一地方選挙が行われます」との文言があるが選挙に関しての話があるのか？

対応）メンバーの皆様に、政治に関しての関心を今以上にもって頂きたいとの思いから記載しまし

たが、不適切であるとの判断から消去いたしました。素晴らしいご意見ありがとうございました。

意見）海フェスタへ福山・三原青年会議所さんは参画するのか？尾道青年会議所から福山・三原へ

行くことがあるのか？

対応）因島青年会議所さんは海フェスタ実行委員会メンバーに参画されておりますので、何らかの

協力をされるかもしれません。福山・三原青年会議所さんが参画するかは今の所聞いておりませ

ん。また尾道から三原・福山へ行くことがあるかは今後の流れ次第になると思います。

意見）懇親会の場所と時間は？

対応）２月１９日は国際ホテルさんが他で予約済みでしたので、西山別館さんで例会、懇親会とも

お願いしております。懇親会は２０：１０～２１：４０で予定しております。

（８）他委員会への依頼事項等

          先生方との親睦を深めるため懇親会を設営しております。その為、例会時間が変更となってお

りますので周知をお願いすると同時に、メンバー全員の参加をお願いします。   

（９）添付資料

事業収支予算書（案）

収支予算明細書（案）

２月例会行事タイムスケジュール（案）

講師プロフィール

理事会 ２０１１年  ２月  ７日
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 60,000 -60,000
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 0
登 録 料 収 入 0
懇 親 会 収 入

販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

0 60,000 -60,000

支出の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 15,000 -15,000
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 10,000 -10,000

小　計 0 25,000 -25,000
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出

ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0
小　計 0 0 0

役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0

小　計 0 0 0
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0
保 険 料 支 出 0 0
通 信 費 支 出 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0
雑 費 支 出 0 0

事 業 予 備 費 支 出 35,000 -35,000

0 60,000 -60,000

事業収支予算書（案）

２月例会行事 テーマ「夢あふれる尾道へ ～今、若者へ伝えたいメッセージ～」

収　　入　　合　　計

支　　出　　合　　計

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

会 場 設 営 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

企 画 演 出 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出

広 報 費 支 出

ojc
テキストボックス
7-3



事業名
＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰入収入事業費繰入収入 60,000

60,000

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

講師関係費支出食事代支出 懇親会費用(\5,000×3) 15,000 西山別館

講師関係費支出記念品代支出 尾道乾物詰合せ(\5,000×2) 10,000 ㈱カタオカ

25,000

0

0

0

0
参加 記念品 代支出

保 険 料 支 出

通 信 費 支 出

販売 物品仕 入支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 35,000
60,000

収支予算明細書（案）

２月例会行事 テーマ「夢あふれる尾道へ ～今、若者へ伝えたいメッセージ～」

合　　計　　

小　　計　　

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　
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２月例会行事 タイムスケジュール（案）

日時：２０１１年 ２月１９日(土)

１８：２０～２０：００

場所：西山別館       

１８：２０                  例会行事開始

１８：２０～１８：２２      趣旨説明（２分）

１８：２２～１８：４２      吉井清介先生 御講演（２０分）

１８：４２～１９：４２      宮沢洋一先生 御講演（６０分）

１９：４２～１９：４７      質疑応答（５分）

１９：４７～１９：５０      副理事長謝辞（３分）

１９：５０                  講師退場

  １９：５０                  例会行事終了
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2 月例会行事 講師プロフィール

宮 沢 洋 一  先生

 昭和25年4月21日生まれ（60歳）

 広島県福山市金江町金見出身

 昭和49年3月東京大学法学部公法学科卒業

 昭和49年4月大蔵省入省

 昭和51年9月米国ハーバード大学留学（行政学修士取得）

 昭和55年7月大阪国税局岸和田税務署長

 平成元年6月大蔵省大臣官房企画官

 平成 4年 6月内閣総理大臣首席秘書官

 平成 5年 9月大蔵省退官

 平成 6年 1月衆議院 宮澤喜一政策秘書

 平成12年6月第42回総選挙当選 衆議院議員（以降3期連続広島県第7選挙区で当選）

衆議院における役職

 衆議院議院運営委員会理事

 厚生労働委員会理事

 衆議院青少年特別委員会委員

 外務委員会委員

 文部科学委員会委員 等

自由民主党における役職

 政務調査会副会長（2期）

 国土交通部会長

 道路調査会道路特定財源見直しに関する PT 座長

 行政改革推進本部事務局長

 郵政改革に関する関係合同部会事務局長

 無駄遣い撲滅 PT 事務局長

 住宅土地調査会副会長兼事務局長

 社会保障制度調査会副会長

 国土交通部会戦略的社会資本整備検討小委員会委員長 等

 平成20年8月内閣府副大臣（経済・財政政策、地方分権改革等担当）

 平成22年3月自由民主党広島県参議院選挙区第六支部 支部長 就任

 平成22年7月第22回総選挙当選 参議院議員

参議院における役職

 内閣委員会筆頭理事

 参議院自民党政策審議会副会長

 自民党政務調査会副会長

 参議院自民党改革本部 幹事
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2 月例会行事 講師プロフィール

吉井清介先生

 昭和33年9月15日生まれ（52歳）

 広島県尾道市吉和町出身

 昭和46年尾道市立吉和小学校卒業

 昭和49年尾道市立吉和中学校卒業

 昭和52年広島県立尾道東高等学校卒業

 昭和56年亜細亜大学法学部法律学科卒業

 昭和56年株式会社イズミ入社

 昭和56年よしみや代表

 吉和保育所 PTA 会長

 吉和小学校 PTA 会長

 尾道市 PTA 連合会副会長

 平成11年尾道市議会議員当選

 平成15年広島県議会議員当選

 平成18年総務委員会委員長

 平成19年広島県議会議員当選

県議会における役職

 警察商工労働委員長

 地球環境新エネルギー対策特別委員会

 広報委員会委員長

 尾道飲食組合顧問

 尾道珠算連盟顧問

所属 会派

 自由民主党広島県議会刷新議員会

好きな言葉

 「切磋琢磨・実践躬行」
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（社）尾道青年会議所 事業計画（案）

審議 事項

                                                          委員会名：次代の宝育成委員会

                                                       委員長名：西本 周一郎

（１）議案名  会員並びに会員家族との交流事業の研究・実践 事業計画（案）に関する件

（２）事業名  家族会 テーマ「 家族みんなで遊びに行こう！ 」 日時・場所

（３）事業目的（趣旨）

        ａ．（対外）

ｂ．（対内）

早期に日時・場所を早期決定することにより会員並びに会員家族の皆様に周知して頂き、

多くの方に参加して頂くことを目的とします。

（４）事業内容

        ａ．実施日時 ２０１１年 ４月 ３日（日） ９：３０～１６：００

        ｂ．場  所 福山市柳津町１－４－１０  松永ベイボウル

福山市金江町藁江６１９－２ 広島県立福山少年自然の家

        ｃ．予算総額

        ｄ．参加人員  内部８６名    外部１４５名     計２３１名

（ 外部内訳：配偶者５９名 子供 ４歳以上４３名 ４歳未満４３名）

        ｅ．動員計画

        ｆ．外部協力者  

        ｇ．実施組織・推進リーダー  委員 榊原 康貴

        ｈ．実施手順・プログラム

      ２０１１年 １月２６日 第２回正副理事長会議 審議

            ２月 ７日 第２回理事会     審議

            ４月 ３日 家族会       

           

（５）過去の検証・本年の工夫と期待される効果

  早期に日時・場所を決定し案内文書を発送することにより、会員全体また会員のご家族に周知

して頂き、出席率・事業内容の向上を図ることができると考えます。

（６）審議のポイント

   日時・場所について

（７）会議での意見とその対応

   意見）

対応）

（８）他委員会への依頼事項等

   各委員長様は、会員また会員のご家族が出席して頂けるようご助力お願い致します。

（９）添付資料

理事会 ２０１１年 ２月 ７日
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（社）尾道青年会議所 事業計画（案）予算（案）

協議 事項

                                                          委員会名：次代の宝育成委員会

                                                       委員長名：西本 周一郎

（１）議案名 会員並びに会員家族の交流事業の研究・実践 事業計画（案）予算（案）について

（２）事業名 家族会 テーマ「家族みんなで遊びに行こう！」

（３）事業目的（趣旨）

        ａ．（対外）

ｂ．（対内）  青年会議所のメンバーは、40歳で卒業をする団体であります。入会年度は皆

違いますが卒業するまでに顔は分かるが一言も話した事がないメンバーも沢山

いると思います。卒業予定者におかれましては新入会員のメンバーとの触合い       

は一年しかございません。

        現在、（社）尾道青年会議所の家族構成はかなり若返っており、小学生以下  

の子供が70％と圧倒的に多い構成となっております。今まで乳幼児・幼児がお

られ参加しづらい家族でも多数参加できるように、安全性と利便性を最優先に

考え近場で気軽に遊びに行く気分で、会員・家族皆でボウリング・スポーツ・

レクレーションを通じて心から楽しみ、たくさんの方々と交流・親睦を図って

頂く事により、今後さらなる（社）尾道青年会議所活動の発展に生かして頂け

ればと思っております。

  

（４）事業内容

        ａ．実施日時 ２０１１年４月３日（日）９：３０～１６：００

        ｂ．場  所 福山市柳津町１-４-１０  松永ベイボウル

           福山市金江町藁江６１９－２ 広島県立福山少年自然の家

        ｃ．予算総額  ￥666,200（詳細は別紙予算書）

        ｄ．参加人員  内部 86名     外部 145名     計 231名

（外部内訳：配偶者59名  子供 4歳以上58名 4歳未満28名）

        ｅ．動員計画

        ｆ．外部協力者  

        ｇ．実施組織・推進リーダー  委員 榊原 靖貴

        ｈ．実施手順・プログラム

        2011年1月 26日 第2回正副理事長会議 協議

           2月 7日 第2回理事会     協議

           2月 未定 第3回正副理事長会議 審議

           3月 7日 第3回理事会     審議

           4月 3日 家族会
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（５）過去の検証・本年の工夫と期待される効果

   本年度は広島県立福山少年自然の家が使用出来る事により、会場使用費・その他備品費用

等が抑えられた為、ほぼ登録費のみで運営実行します。

    当施設は県内唯一の県立の青少年教育拠点施設でもありますので、アルコール類は禁止と

させて頂きます。

    家族会開催時期に関しては、尾道教育委員会から学校行事2011年度年間スケジュールが4

月の上旬まで出ないので、予定等入っていない4月初旬であれば参加し易いと考え今回の時

期に計画致しました。

    現会員家族構成は小学校以下の子供が圧倒的に多く、会員数86名（既婚59名・独身27名）    

のうち（0歳～3歳 33％・4歳～7歳 37％・8歳以上30％）となっておりますので、小学校      

以下の子供・幼児・乳幼児がおられる家族も安心して参加出来る環境を配慮しております。

    

（６）協議のポイント

     内容、予算について

（７）会議での意見とその対応

   意見）

対応）

（８）他委員会への依頼事項等

各委員長の皆様に、会員または会員のご家族全員が出席して頂けるようご協力お願い致します。

また当日は動きやすい服装でのご参加をお願い致します。

     昼食には焼きそば・焼肉セット・おにぎりの準備はしておりますが、その他足りない具材がご

ざいましたら各委員会で用意して下さい。

     アルコール類の持込は禁止ですので宜しくお願い致します。

（９）添付資料

事業収支予算書（案）

収支予算明細書（案）

タイムスケジュール（案）

現地写真（回覧資料）

家族会しおり（回覧資料）

理事会 2011年 2月 7日
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事業名

収入の部
大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考

事 業 費 繰 入 収 入 事 業 費 繰 入 収 入 0
事 業 費 繰 入 収 入 事 業 予 備 費 繰 入 収 入 100,000 10,000 90,000
登 録 料 収 入 583,000 656,200 -73,200
懇 親 会 収 入

販 売 収 入 0
広 告 料 収 入 0
負 担 金 収 入 0
雑 収 入 0
国 庫 補 助 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 0
民 間 補 助 金 収 入 0
国 庫 助 成 金 収 入 0
地 方 公 共 団 体 助 成 金 収 入 0
民 間 助 成 金 収 入 0
寄 付 金 収 入 0
募 金 収 入 0

683,000 666,200 16,800

支出の部

大科目 中科目 小科目 細目 前年度予算 本年度予算 差　異 備　考
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 60,000 258,100 -198,100
設 営 費 支 出 39,422 51,000 -11,578
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0

小　計 99,422 309,100 -209,678
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
企 画 費 支 出 0
演 出 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
食 事 代 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
渉 外 費 支 出 0

小　計 0 0 0
食 事 代 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
宿 泊 費 支 出 0
保 険 料 支 出 0
諸 謝 金 支 出 0
会 合 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小　計 0 0 0
運 営 費 支 出 0
会 場 費 支 出 0
設 営 費 支 出 0
通 信 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0
Ｐ Ｒ 費 支 出 0

小　計 0 0 0
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 320 4,110 -3,790
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 320 4,110 -3,790
通 信 費 支 出 0
資 料 費 支 出 0
消 耗 品 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
作 成 費 支 出 0

小　計 0 0 0
人 件 費 支 出 0
会 場 費 支 出 53,100 53,100
設 営 費 支 出 0
旅 費 交 通 費 支 出 0
運 送 費 支 出 0
レ ン タ ル 料 支 出 0
保 険 料 支 出 0
飲 食 費 支 出 274,470 328,800 -54,330
ア ト ラ ク シ ョ ン 費 支 出 0

小　計 327,570 328,800 -1,230
役 員 渉 外 費 支 出 0
記 念 品 代 支 出 0

小 計 0 0 0
旅 費 支 出 0
交 通 費 支 出 230,000 230,000
宿 泊 費 支 出 0

小　計 230,000 0 230,000
参 加 記 念 品 代 支 出 0 0
保 険 料 支 出 20,400 23,100 -2,700
通 信 費 支 出 0 0
販 売 物 品 仕 入 支 出 0 0
雑 費 支 出 1,858 0 1,858

事 業 予 備 費 支 出 1,090 -1,090
679,570 666,200 13,370

広 報 費 支 出

資 料 作 成 費 支 出

報 告 書 作 成 費 支 出

事業収支予算書（案）

家族会テーマ　「家族みんなで遊びに行こう！」

収　　入　　合　　計

事 業 収 入

補 助 金 等 収 入

寄 付 金 収 入

支　　出　　合　　計

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

懇 親 会 費 支 出

渉 外 費 支 出

旅 費 交 通 費 支 出

事
　
　
業
　
　
費
　
　
支
　
　
出

企 画 演 出 費 支 出

会 場 設 営 費 支 出

本 部 団 関 係 費 支 出

講 師 関 係 費 支 出
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事業名

＜収入明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

事業費繰入収入事業予備費繰入収入 10,000

登録料収入 3400円×86名 292,400 正会員

3400円×59名 200,600 配偶者

2500円×58名 145,000 4歳以上の子供

650円×28名 18,200 4歳未満の子供

666,200

＜支出明細書＞

中　科　目 小　科　目 細目 摘　　要 予算額 備考

会場設営費支出会場費支出 大人1300円×145名 188,500 松永ベイボウル

子供1200円×58名 69,600 松永ベイボウル

設営費支出 バーベキュー備品200円×231名 46,200 尾道第一団

バーベキュー炭代 4,800 広島県立福山自然の家

309,100

懇親会費支出 飲食費支出 大人1800円×145名 261,000 やすもと

子供（4歳以上）1000円×58名 58,000 やすもと

子供（4歳未満）350円×28名 9,800 やすもと

328,800

資料作成費支出作成費支出 しおり 4,110 事務局

4,110

0

0
参加記念品代支出

保 険 料 支 出 レクレーション保険（100円×231名） 23,100 ラブワン
通 信 費 支 出

販売物品仕入支出

雑 費 支 出

事業予備費支出 1,090
666,200合　　計　　

収支予算明細書（案）

家族会テーマ　「家族みんなで遊びにいこう！」　

合　　計　　

事業費支出

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　

小　　計　　
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２０１１年度 家族会 タイムスケジュール（案）

09：30  松永ベイボウル集合 受付

09：40  開会

09：41  理事長挨拶

09：44  委員長趣旨説明

09：50   ボウリングのゲーム説明

10：00   ボウリングスタート

11：30   ボウリング 終了 福山少年自然の家へ移動

12：00   昼食

13：30   スポーツ・レクレーションタイム

15：30   副理事長謝辞

15：35   閉会
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（社）尾道青年会議所 事業計画（案）

協議 事項

                                                            委員会名：拡大推進会議

                                                          議 長 名：高橋 武也

（１）議案名 会員拡大の実践 事業計画（案）について

（２）事業名 全員拡大「必達！２００％例会」

（３）事業目的（趣旨）

        ａ．（対外）ｂ．（対内）

２０１１年度（社）尾道青年会議所は例年とは違い拡大担当委員会が無く、委員会ごとに拡大を

推進していく文字通り「全員拡大」を掲げています。しかし担当委員会が無いことで拡大推進の

機運が盛り上がりにくいこと、また推進の手法をどうしてよいか分からなくなることも考えられ

ます。そこで拡大候補者入会までの足がかりとして、候補者に例会へ来て、体験していただきた

いと思います。メンバーが一人ずつ候補者を例会に招くことで２００％例会を達成したいと考え

ます。

  

（４）事業内容

        ａ．実施日時 ２０１１年４月１５日（金）１９：００～２１：００

        ｂ．場  所 尾道国際ホテル

        ｃ．予算総額  ￥０－

        ｄ．参加人員  内部８６名     外部８６名     計１７２名

（内部内訳：）

        ｅ．動員計画

        ｆ．外部協力者  

        ｇ．実施組織・推進リーダー 各委員会副委員長

        ｈ．実施手順・プログラム  

      ２０１１年 １月２６日（水） 第２回正副理事長会議 協議

            ２月 ７日（月） 第２回理事会     協議

            ３月  日（ ） 第３回正副理事長会議 審議

            ３月 ７日（月） 第３回理事会     審議

            ４月１５日（金） ４月例会       実施

      

（５）過去の検証・本年の工夫と期待される効果

   入会というハードルの手前に例会を体験していただくという小さなハードルを設けることで

入会へのアプローチがしやすくなると考えます。

（６）協議のポイント

   ４月例会行事の内容が未定の段階での案内の是非について

（７）会議での意見とその対応

   意見）

対応）
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（８）他委員会への依頼事項等

         委員会開催の際は必ず拡大についての話し合いを毎回行い早めに候補者へのアプローチをお願い

致します。

（９）添付資料

拡大候補者一覧（参考資料）

理事会  ２０１１年 ２月 ７日
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拡大対象者 つながり 勤務先 引き継ぎ事項 業種 役職 連絡先 住所

今岡
麻生裕雄

幡中幹生
今岡製菓㈱

来年入会予定

社長の了承済み
菓子製造業 0848-48-4111 美ノ郷町本郷新池田455-8

池田憲泰

麻生裕雄

本多隆士

幡中幹生

株式会社　鉄道広告 来年入会予定 広告・宣伝の取扱 090-7249-3380 東尾道10-12

前田 手塚淳三 レニアス 次年度に、拡大

あみもと 片岡彰一郎 コンピューター関係 次年度に拡大

須田　毅 坂本篤勇 向島運送 次年度に、拡大 運輸

大西貴明 片岡彰一郎 次年度に、拡大

魚谷香緒里 高橋武也・大村 魚占 元ミス尾道、もしくはご主人を拡大対象にした方がよいかも 食品製造 代表 山波

池田祐介
池田　誠

麻生裕雄
マルハチ 次年度に、拡大 090-3245-1344 東尾道

栗尾昌宏 巻幡憲典 栗尾建工
某OBの助言が逆効果になり、今年度入会は

ない可能性大。しかし、入会に対しては前向き
工事担当 48-2827 尾道市長者原１丁目２２０－１０

山本和弘 今川智弘
おかず工房

仕出しの山本
次年度に、拡大 48-1050 美ノ郷町三成1190-1

田中公浩 太平交通
現在福山で修行中

次年度以降に拡大

山本あつし 川口宗太郎 住吉汽船
本年度入会はない

来年度以降に拡大
海運業 0848-25-2055 尾道市西御所町５－１１

村上 太田雄介 村上溶剤 次年度に、拡大

上田順治
辻　健志

大村芳弘
㈲上田建設

本人に会えなかったが、母親が対応

他団体等に参加しており、忙しい。

来年度も、必ず拡大に行くこと

0848-55-5177 尾道市高須町5564-1

今中雅浩 山根食品 対象者は来年あたり入会予定

松井久直 濱中貴一郎 日装工業㈱ 次年度に、拡大 44-0922 向東町14703-131

大前孝行 濱中貴一郎 竹内建設㈱ 次年度に、拡大 46-2100 新高山3-1170-123

高升和樹先輩の

息子さん
高橋武也 ㈱高升船舶工業 2010/11面談　仕事を覚えるまでダメ　高橋卒業までには 船舶エンジン修理 0848-46-0891

藤川太一

杉谷剛人

村上伸一

太田雄介

ランドベル
まだ若いので入会に難色だが、

次年度に、拡大
産廃

安本　皇

大村芳弘
前岡建設 次年度に、拡大

安本　皇

幡中幹生

村上成司

藤井制帽 次年度に、拡大

門永辰則 太田雄介 トシ建設 入会拒否だが、次年度以降も拡大 090-6846-6441

山本 村上弘一 株式会社　山石 来年あたり対象者が帰ってくる

山本 沼田邦博 味昆 将来的に入会させたい

本村 太田雄介 本村商会
社長入会反対

年齢３５歳ぐらい、来年度以降で拡大

今川太郎
平林　遵

麻生裕雄

警備保障

エナジー株式会社

対象者３３歳、入会に対して前向きだが、

来年度必ず拡大に行くこと

宮地 太田雄介 宮地製作所
次年度以降で拡大

現在３２歳ぐらい

河原 安本　皇 鳴滝工業 安本面会済み、本年度の入会はない

中司昌克 沼田邦博 ㈲丸二物産 通関・梱包 0848-23-3567 尾道市古浜町２１－３

村上成司 西日本商事株式会社
今までは、兄が対象者だったが、

その弟が対象者

青木

麻生裕雄

本多隆士

幡中幹生

青木印刷
入会拒否

来年度以降で拡大

村上 安本　皇 ㈲桂馬蒲鉾商店
対象者女性

来年度以降で拡大

中尾匡志 麻生裕雄 中尾歯科 本年度入会はない 090-77728760

元廣
本多隆士

村上成司
㈲元廣建築設計事務所

対象者の資格試験合格後、

入会検討

藤井 本多隆士
天然ランド温泉

夢屋

訪問済み

今年度は入会厳しい
37-3254 久保1-3-37

檀上貴晴 カリプラテクス 石森君の店舗の隣。本人興味あり

高橋かつなお 上田浩史 ㈱タカハシ 今年度は入会難しい

岩井祐行 安部昭一郎 ＪＴＢ福山支店
現在２６歳

諸事情により３０歳代で入会を検討
営業二課

橋本 太田雄介 橋本家具 まだ若いので入会に難色 製造

村上弘一 清水化学
対象者３０歳くらい、現在東京事務所在籍

将来的に尾道へ帰ってくる

西村 手塚淳三 西村自動車㈱ まだ若いので、入会に難色 0848-23-2763 尾道市栗原西２丁目７－１２

藤谷 黒飛元晴 香の月
現在２８歳

今年度入会は無理

岡本 村上弘一 岡本食品株式会社 対象者2～3年間、他社で修行中

花本隆資
沼田邦博

麻生裕雄
大名

現在２６歳

３０歳ぐらいに入会を考える

中司昌克 沼田邦博 ㈲丸二物産 ２～３年度に入会予定 通関・梱包 0848-23-3567 尾道市古浜町２１－３

佐藤敏章 大畠商会
他社で修行中

２～３年度に入会予定
向島

山北 檀上貴晴 紙誠
２年度入会予定

現在３０歳

島田 上田浩史 ㈲清水住宅設備 対象者、２～３年先に入会予定

杉ノ原 安本　皇 カラーズ ２～３年度に入会予定 美容院

中原 本多隆士 中原食品化学㈱
平ＯＢ談

将来的に入会予定

森川 本多隆士 尾道海産㈱
本多副委員長面会

まだ若いので本年度の入会はなし

海産物

販売業
46-1841 東尾道7-8

拡大情報

2011年度

入会確定予定

2011年度

拡大候補生

2011年以降

拡大候補生
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拡大対象者 つながり 勤務先 引き継ぎ事項 業種 役職 連絡先 住所拡大情報

石井厳椎 前田光輝 ㈱アイサービス 入会意思なし 取締役執行責任者 090-5266-5978 尾道市美ノ郷町本郷1-123

前　清人 辻　健志
㈲エムアイグリーン

メンテナンス
入会意思なし 肥料関係

奥上　慎二 辻　健志
パル

お好み焼き
入会意思なし

長畑 村上弘一 長畑工業 入会意思なし 鉄工

髙橋 黒飛元晴 ユニタック 入会拒否 尾道市美ノ郷町新本郷

水野裕士
黒飛元晴

村上弘一
尾道開発 入会拒否 0848-48-2966 尾道市美ノ郷町三成

大村芳弘 安保不動産
対象者３３歳

入会拒否

木梨 大村芳弘 株式会社　聖和
対象者３５歳

入会拒否

開原洋示 大村芳弘 ㈱誠和 入会拒否 23-7134 新浜1-9-22

島谷卓也
幡中幹生

麻生裕雄

行政書士・社会保険労務士

島谷事務所

福山へ事務所移転のため、

入会拒否

山口 檀上貴晴 ＹＨＫコーポレーション
忙しいので入会拒否

現在３５歳
警備 代表取締役

0848-20-2758

090-8993-3661
尾道市山波町473-1

島居 檀上貴晴 おのでん
対象者入会拒否

年齢３５歳

幡中幹生 ㈲大岡組 本人入会意思なし

おかだ 安本　皇 岡田歯科
近々歯科医師会に入会予定

のため忙しいため入会困難

粟村 村上成司 アワムラツール
社長と本人と面会

忙しいを理由に入会拒否

上田浩史 ㈱ミヤジ
社員の入会を勧めたが

入会困難

大田邦弘 幡中幹生 大田建築事務所
幡中、麻生訪問

親の反対のため入会拒否

志間弘康 幡中幹生 志間電機 親の反対のため入会拒否

岩崎ＯＢの娘 幡中幹生 岩崎歯科
対象者は女性

入会拒否

檜垣みつる 濱本純郎 千光亭 フォローをしたが、入会の意思なし 飲食 長江

佐藤通高 高橋　司 司法書士　佐藤通高 忙しいことを理由に、入会拒否

中浜聖登 井ノ原建設 入会拒否 46-0404 広島県尾道市高須町１２４７－３

鈴木大介
池田　誠

中浜聖登

中国新聞社

尾道支局

麻生再度面会

諸事情により入会断念
記者 記者 090-4107-6291

尾道市東御所町1-20

JB本四国高速尾道ビル２F

吉田

田中公浩

本多隆士

桑田智也

機動建設工業㈲ 入会拒否 浦崎

髙橋 檀上貴晴 高橋せいこう自動車 本人興味なし

浦島 檀上貴晴 浦島旅館 本人興味なし

山本かつみ 川口宗太郎 住吉汽船
4月8日,川口さん,本多さん訪問

今年度入会の見込みナシ
海運業 0848-25-2055 尾道市西御所町５－１１

髙山直久
山本圭志

山岡稔季
有限会社トッツ 入会断念 所長 090-5790-8751 尾道市平原３丁目１番１５号

山本えいじ 太田雄介 入会拒否 美容 美容師

益崎(女性)
太田雄介

佐藤敏章
益崎建設㈲ 入会拒否 0848-46-2995 高須町4840-5

高山宗久 山岡稔季 高山産業㈱ 入会に難色 建設業
0848-76-1617

080-6330-6847
御調町

上平　透
高橋大介

増田泰志
㈲上平鉄工 入会に難色 金属加工業 0848-38-0139 原田町

水野裕二 高橋大介 中国開発 入会に難色 産業廃棄物処理 高須

神村 辻　健志
㈱アーバンハウス

神村自動車

本人に会えず

入会は難しい

梶高慎輔 大村芳弘 ネコノテサービスLLP 入会意思なし 映像
尾道大学

非常勤講師
090-7135-0375 尾道市御調町本206

亀谷昌宏
河合　茂

大村芳弘
亀谷司法書士事務所 入会意思なし 29-3345

鵜久森朝哉 木村泰隆 セブンイレブン　高須店 入会意思なし 090-3197-3177 高須町4754-5-402

高橋　慶 木村泰隆
成友建設

株式会社
入会意思なし 46-6060 高須町5053-5

森　哲則 辻　健志 渡辺設備工業㈱ 入会拒否 23-2811 久保町2264

柏原幸史 谷前秀樹 山陽船舶電機㈱ 入会意思なし

島谷 沼田邦博 島谷食品 入会意思なし

佐藤敏章 タイコウ産業 入会意思なし

高山 佐藤敏章 高山木材 入会意思なし 御調

髙橋 黒飛元晴 ユニタック 尾道市美ノ郷町新本郷

水野裕士
黒飛元晴

村上弘一
尾道開発 0848-48-2966 尾道市美ノ郷町三成

川口宗太郎 三栄工業 対象者なし

美ノ上仁孝 尾道機械工具 対象者なし

山岡稔季 ㈱山本製作所 対象者なし

高橋大介 立花産業 対象者なし

森石貴裕 備後特殊金網㈱ 対象者なし

吉原寿希 宮地弘商事㈱ 対象者なし

三好正昭 濱中貴一郎 三好鉄工㈱ 対象者なし 機械部品加工 48-2311 長者原2-162-18

河合　茂 おおかた住設 対象者なし

高橋武也 協和建設 対象者なし

青山暢克 シンタカ建設 対象者なし

永井大貴 芝組 対象者なし

河合　茂 青木組 対象者なし

松本 上田浩史
松本健二土地家屋

調査士事務所
対象者なし

幡中幹生 ㈱大池製缶所 対象者なし

横山 大村芳弘 スズキ中国
入会拒否

次年度年齢オーバー

岡田さん 檀上貴晴 岡田司法書士事務所
本人興味あり

周りが反対。

さいだ さいだ歯科 対象者年齢オーバー

石井良樹

麻生裕雄

本多隆士

幡中幹生

株式会社いしい
社長は入会させたいが、

対象者が入会拒否、来年度は年齢オーバー

2010年度確認

対象者なし、もしくは

年齢オーバー

２０１０年度、拡大活動を行ったが、

入会を拒否
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